
 

施策２２７  

  

 

 

【主担当部局：環境生活部】 

県民の皆さんとめざす姿（令和５年度末での到達目標） 

年齢や障がいの有無、国籍などにとらわれず、全ての県民の皆さんが文化や地域の歴史等に学び親

しみ、豊かな感性や創造性等を育みながら、心豊かな生活を送っています。 

また、生涯にわたって、あらゆる世代の県民の皆さんが、あらゆる機会に学習することができ、そ

の成果が社会に生かされています。 

 

主指標     

目標項目 
令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

参加した文化
活動、生涯学習
に対する満足
度 

 74.7％ 

 

75.7％  77.7％ 

73.5％     

目標項目の説明と令和３年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

県立文化・生涯学習施設が実施した展覧会、講座、公演事業および歴史・文化資源を活用し
た事業におけるアンケート調査で、「満足」「やや満足」「やや不満」「不満」のうち、その内
容について「満足」と回答した人の割合 

３年度目標値 
の考え方 

令和５年度の目標達成に向け、段階的に満足度を増やしていくこととし、令和２年度の目標
値から１％の上昇をめざして目標値を設定しました。 

 

副指標   

目標項目 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 

状況 
目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

県立文化施設の

利用者数 

 152.3 万人 

 

152.6 万人        153.2 万人 

140.5 万人           

新たな文化財保

存活用地域計画

のもと、地域社

会が一体となっ

て保存・活用・

継承に取り組む

国・県指定等文

化財数 

 40 件 

 

80 件        160件 

０件           

公民館等の社会

教 育 活 動 と し

て、地域課題の

解決に向けた取

組を行っている

市町数 

 16 市町  21 市町        29 市町 

13 市町            

Ⅰ「守る」～命と暮らしの安全・安心を実感できるために～ 

 Ⅰ－１ 防災対策 

   Ⅰ－１－１ 防災対策の推進   

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 

文化と生涯学習の振興 

 

 



 

現状と課題 

①「新しいみえの文化振興方針」に基づき、「人材の育成」や「文化の拠点機能の強化」など５つの方

向で取組を展開し、新しい生活様式に対応しつつ、年齢や障がいの有無、国籍等に関わらず、全て

の県民の皆さんが主体的に文化にふれ親しむ機会を提供するとともに、多様な分野と連携すること

により、新たなみえの文化を創造することができる環境を整備していく必要があります。 

②本県における文化財の保存・活用・継承に係る基本方針を示した「三重県文化財保存活用大綱」を

策定し、市町等に周知しました。今後は本大綱に基づき、県内の文化財が適切に保存・活用・継承

されるよう、文化財所有者への支援や市町への指導・助言を積極的に行っていく必要があります。 

③「人生 100 年時代」の到来を見据え、県民の皆さんが人生をより豊かに過ごすことができるよう、

ライフステージ等に応じた多様な学習ニーズを把握し、魅力的な学びの場や学んだ成果を発表でき

る場の提供など、生涯を通じて学ぶことができる環境づくりが必要です。 

④社会教育関係者の人材育成とつながりづくりのため、地域と学校をつなぐコーディネーターの養成

を行うとともに、講演や実践の発表を通して、多様な主体が集い、学び合う機会を設けています。

引き続き、社会教育関係者の育成とネットワークの強化に取り組むことで、公民館等の社会教育施

設における、地域課題の解決に資する場づくりをサポートしていく必要があります。 

⑤熊野少年自然の家および鈴鹿青少年センターでは、指定管理者制度のもと、心身ともに健全な青少

年が育成されるよう、感染拡大防止対策を徹底し、集団宿泊体験や自然体験活動の機会を提供して

います。鈴鹿青少年センターについては、令和元年度末に示した「民間活力の導入（PPP/PFI など）」

の方向性に基づき、鈴鹿青少年の森と一体となった施設見直しの取組を進めていく必要があります。 

 

令和３年度の取組方向 

 

①「新しいみえの文化振興方針」に基づき、「人材の育成」については、次代を担う若い世代や文化振

興を担う専門人材の育成に取り組み、また、「文化の拠点機能の強化」については、各県立文化施設

が、新しい生活様式に対応した取組を進めるとともに、以下の②～⑥のとおり多彩で魅力的な公演

や展示、講座等を開催しつつ、文化交流ゾーン構成施設が連携・協力して、集積の利点を生かした

施設運営や事業展開を進めていきます。さらに、東京オリンピック・パラリンピックや三重とこわ

か国体・三重とこわか大会の機運を逃すことなく、本県の文化の魅力を国内外へ発信します。 

②県総合文化センター(文化会館、生涯学習センター)においては、音楽や演劇、伝統芸能など、多彩

で魅力的な文化芸術公演や、県内高等教育機関や博物館等と連携したセミナー、子どもたちが本物

の文化を体験できるアウトリーチ事業等を実施し、県民の皆さんに多様な文化と学びの場を提供し

ます。 

③総合博物館においては、活動理念である「ともに考え、活動し、成長する博物館」のもと、多様な

主体や利用者との連携・協創を進めるとともに、三重の多様で豊かな自然や歴史文化等をテーマに

した魅力的な企画展や教育事業、移動展等のアウトリーチ活動を行います。 

④県立美術館においては、障がいのある人も含め多様な来館者をターゲットとした展覧会や国内外の

美術作品を紹介する企画展、文化・教育関係機関をはじめとする多様な主体と連携した教育普及活

動等、誰もが利用しやすい美術館をめざして、展示、普及活動に取り組みます。 

⑤斎宮歴史博物館においては、東京オリンピック・パラリンピックや三重とこわか国体・三重とこわ

か大会の開催を記念した特別展をはじめ、さいくう平安の杜等を活用した地域との連携、歴史体験

プログラム等の教育普及に取り組みます。また、発掘調査では、最初期の飛鳥時代の中枢部の解明

を進めるとともに、その成果に係る新たな映像展示を作成・公開するなど、斎宮の魅力を国内外に

発信します。 

環境生活部 



 

⑥県立図書館においては、広域ネットワークを活用した全県域へのサービスやより良いサービスを提

供するとともに、県内図書館職員を対象にした研修を実施することにより、県内図書館の利用拡大

を図ります。 

 

 

⑦歴史的・文化的に価値の高い文化財を調査し、保存・継承のため指定・登録等の措置を講じます。

また、「三重県文化財保存活用大綱」に基づき、市町や文化財所有者等による文化財の保存・活用・

継承への取組を支援します。さらに、県民の皆さんが文化財の価値をより一層実感できるよう、三

重にある文化財の素晴らしさを、パネル展示やホームページ、ＳＮＳなどを通じ、県内外に情報発

信します。 

⑧地域と学校の連携・協働を進めるため、地域で子どもの育ちを支える社会教育関係者等の研修や、

情報交流・共有できる機会を提供します。また、公民館等の社会教育施設が、地域と学校の連携・

協働や地域づくりの拠点となるよう、地域課題の解決に資する学びの場づくりを支援し、社会教育

に携わる人材の育成に取り組みます。 

⑨熊野少年自然の家および鈴鹿青少年センターにおいて、施設利用者の満足度向上につながるよう、

新しい生活様式に対応した研修環境の構築や、施設維持を進めます。鈴鹿青少年センターについて

は、新型コロナウイルス感染症の影響もふまえた民間事業者の参加意欲なども確認しながら、民間

活力の導入に向けて取組を進めます。 

 

主な事業 

 

①（一部新）文化活動連携事業【基本事業名：22701 文化にふれ親しみ、創造する機会の充実】 

予算額：(R2)  １７，６０２千円 → (R3)  １７，８９５千円 

事業概要：「人材の育成」など「新しいみえの文化振興方針」で定める５つの方向に係る各種取組

について、専門的な視点から評価を行います。また、三重にゆかりのある映画に関する

偉人の顕彰や古典文学をテーマにしたシンポジウムを開催し、本県の魅力を発信します。 

 

②(新)文化活動再開支援事業【基本事業名：22701 文化にふれ親しみ、創造する機会の充実】 

予算額：(R2) ― 千円 → (R3)  １８，５１９千円 

事業概要：県内文化芸術団体等が感染症対策を講じながら活動再開できるよう支援するため、利用

時の施設利用料や感染症対策に係る経費への補助を行います。また、市町等の文化施設

の管理運営者が、新しい生活様式に対応した施設の適切な使用方法について把握し、必

要な感染症拡大防止対策を講じられるよう研修会を実施します。 

 

③文化交流機能強化事業【基本事業名：22701 文化にふれ親しみ、創造する機会の充実】 

予算額：(R2)  ３，１２９千円 → (R3)  ３，０００千円 

事業概要：文化交流ゾーンが三重の文化振興・生涯学習・人材育成・地域づくりに一層貢献する「学

び・体験・交流の場」となるよう、「文化交流ゾーン連携・経営推進会議」を活用しな

がら、利用者の増加に向けたゾーン全体の情報発信や連携事業に取り組みます。 

 

教育委員会 

環境生活部 

③文化交流機能強化事業 対前年：▲１２９千円 

【主な事業】  

・「文化交流ゾーン連携経営会議」の開催。  

・「M祭」開催   

 文化振興事業団が実施する子供たち達のお祭りイベント。 

 

②文化活動再開支援事業 対前年：１８，５１９千円増（R2年度補正予算措置） 

【主な事業】  

 県立文化施設を活用した文化団体等の活動再開支援およびコロナ禍における文化活動による文化施設

の利用を円滑にするため、県内市町の劇場・音楽堂等の管理運営者向けの実地研修を総合文化センターで

実施。 



 

④豊かな体験活動推進事業【基本事業名：22701 文化にふれ親しみ、創造する機会の充実】 

 予算額：(R2)  ６，９９７千円 → (R3)  ６，４９６千円 

 事業概要：次代を担う子どもたちの感性を育み、本県の文化の継承、発展につなげるため、芸術家

を学校に派遣するなど、本物の文化を体験・体感する機会を提供します。 

 

⑤文化会館事業【基本事業名：22701 文化にふれ親しみ、創造する機会の充実】 

予算額：(R2)  ７２，５５４千円 → (R3)  ７２，５５４千円 

事業概要：芸術性の高いオペラ、バレエ等から高い人気を誇る歌舞伎等の伝統芸能まで、多彩で魅

力的な文化芸術公演やアウトリーチ活動、人材育成に取り組みます。 

 

⑥生涯学習センター事業【基本事業名：22703 学びとその成果を生かす場の充実】 

予算額：(R2)  ９，７０１千円 → (R3)  ９，７０１千円 

事業概要：多様化・高度化する県民の皆さんの生涯学習ニーズに応えるため、県内の高等教育機関、

各種団体等との連携により、多様で時宜を得たテーマによる学習機会の提供を行うとと

もに、地域において生涯学習分野で活動する方々を支援するための研修会を開催します。 

 

⑦総合博物館展示等事業【基本事業名：22703 学びとその成果を生かす場の充実】 

予算額：(R2)  ６０，７９９千円 → (R3)  ４５,１０２千円 

事業概要：三重の多種多様で豊かな自然や中世の歴史・文化を紹介する魅力的な企画展等を開催す

るとともに、学校や地域と連携し、移動展示やフィールドワーク、アウトリーチキット

の活用等のアウトリーチ活動を展開し、本県の魅力を発信します。 

 

⑧美術館展示等事業【基本事業名：22703 学びとその成果を生かす場の充実】 

予算額：(R2)  ７９，３５０千円 → (R3)  ６７，８１９千円 

事業概要：日本美術の多彩な魅力や西欧の現代美術を紹介する企画展、障がいのある人も含め多様

な来館者をターゲットとした展覧会を開催するとともに、文化・教育関係機関をはじめ

とする多様な主体と連携した教育普及活動等に取り組むなど、県民の皆さんが美術にふ

れ親しむ機会を提供します。 

 

⑨斎宮歴史博物館展示・普及事業【基本事業名：22703 学びとその成果を生かす場の充実】 

予算額：(R2)  １０，３３０千円 → (R3)  １１，０５７千円 

事業概要：東京オリンピック・パラリンピックや三重とこわか国体・三重とこわか大会の開催を記

念し、平安時代のスポーツを紹介する特別展を開催するとともに、さいくう平安の杜等

を活用した歴史講座等を実施し、史跡斎宮跡の魅力発信に取り組みます。 

 

⑩みやこ斎宮を核とした観光コンテンツ拡充事業 

【基本事業名：22703 学びとその成果を生かす場の充実】 

予算額：(R2)  ２６，３３３千円 → (R3)  ２１，０６２千円 

事業概要：初期斎宮に係る発掘調査の成果をまとめた映像を作成し、公開します。また、若い年齢

層に人気のある作家による講演会を開催するとともに、その模様をオンラインでも配信

し、斎宮の魅力を国内外に発信します。 

⑦総合博物館展示等事業 対前年：▲１５,６９７千円（企画展回数の減 ３回→２回 ※新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のため、１企画展あたりの開催期間を長期化し、来館者の分散を図る）  

【企画展】 

・やっぱり石が好き！ 三重の岩石鉱物 4/24～8/29 

 三重県の多種多様な鉱物・岩石が網羅された初めての大規模展覧会。 

・戦国武将と仏の世界～北畠氏とその周辺～ 9/18～11/14 

 伊勢国司 北畠氏と中世寺院のかかわりを紹介。 

 

【移動展示】 

 多気町において、地元小中学校の児童等と連携した調査を行い、自然・歴史文化を紹介する 

⑧美術館展示等事業 対前年：▲１１,５３１千円（他館との共同企画にともなう開催経費の節減）  

【企画展】 

・若沖と京（みやこ）の美術 4/10～5/23 

 伊藤若冲の作品群のほか、「京（みやこ）」をキーワードに名所・物語絵などを展示。 

・アクセシブル美術館 6/5～8/1 

 障がいのある方を含む多様な来館者をターゲットに、鑑賞ツールや様々な媒体による解説など視覚聴覚  

 など多様な感覚を使った体験型展覧会。 

・ミケル・バルセロ展 8～10月 

 スペインを代表する現代アーティスト、ミケル・バルセロの全貌を紹介する日本で初めての展覧会。 

・杉浦非水展 11月～1月 

 日本のグラフィックデザインのパイオニアとして評価の高い杉浦非水（すぎうら ひすい）が、近代デ 

 ザイン史に果たした役割と魅力を紹介。 

 

⑨斎宮歴史博物館展示・普及事業 対前年：７２７千円増 

【企画展】 

・（特別展）斎宮平安五種（弓・馬・鞠・鷹・相撲） 10/2～11/21 

 東京オリンピック・パラリンピックや三重とこわか国体・三重とこわか大会開催を記念し、平安時代に、 

  人々の間で行われていた５つのスポーツ（弓、騎馬競技、蹴鞠、鷹狩、相撲）を取り上げ、その様相や 

  歴史・文化を紹介。 

・（春季）絵画に見る万葉の世界 4/24～6/20、（夏季）斎王群行 7/17～9/5 



 

⑪図書館管理運営事業【基本事業名：22703 学びとその成果を生かす場の充実】 

予算額：(R2)  １５６，９２６千円 → (R3)  ２５５，６５６千円 

事業概要：市町立図書館等と構築した図書館総合情報ネットワークの更新を行うほか、図書の相互

貸借に係る物流ネットワークを適切に運用するとともに、図書館職員向けの研修会の開

催や市町立図書館等に対して取組事例を紹介するなどの支援を行います 

 

 

⑫文化財保存管理事業【基本事業名：22702 文化財の保存・活用・継承】 

予算額：(R2)  ６，９０９千円 → (R3)  ６，１７１千円 

事業概要：令和２年に策定した文化財保存活用大綱に基づき、文化財保護審議会の審議等を通じ、

県内の貴重な文化財が適切に保存・活用・継承等の措置が図られるよう、市町や文化財

所有者への支援を行います。また、国・県指定等文化財が持つ魅力の情報発信を行うと

ともに、適切に保存されるよう巡視を行います。 

 

⑬地域文化財総合活性化事業【基本事業名：22702 文化財の保存・活用・継承】 

予算額：(R2)  ９０，０００千円 → (R3)  １４４，９９５千円  

事業概要：国・県指定等の文化財に所有者等が行う修復等の事業について、技術的な助言と必要な

経費に対する支援を行うとともに、所有者等による保存・活用・継承の取組を促進しま

す。 

 

⑭世界遺産熊野参詣道・無形文化遺産保存管理推進費 

【基本事業名：22702 文化財の保存・活用・継承】 

予算額：(R2)  ４８０千円 → (R3)  ５５０千円 

事業概要：世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の保存と活用のため、文化庁や奈良県・和歌山県

および関係市町と連携した取組を行うとともに、新たな資産の基礎調査や講習会・講演

会等を開催します。また、「海女漁の技術」をはじめとする無形文化遺産の魅力の発信

や、全国の海女漁関係県との連携強化を進めます。 

 

⑮埋蔵文化財センター管理運営費【基本事業名：22702 文化財の保存・活用・継承】 

予算額：(R2)  ６，３９１千円 → (R3)  ８，７０３千円 

事業概要：埋蔵文化財に係る必要な発掘調査や適切な保存管理を行うとともに、県民への公開・普

及を行います。また、子どもたちが郷土への愛着を持てるよう文化財を活用した出前授

業等を行います。 

 

⑯社会教育推進体制整備事業【基本事業名：22704 社会教育の推進と地域の教育力の向上】 

予算額：(R2)  １，５２４千円 → (R3)  ３，０３６千円 

事業概要：社会教育の振興を図るため、市町における社会教育委員や社会教育担当職員等を対象に

研修や情報交換を行います。公民館等の社会教育施設において地域課題の解決に資する

学びの場が創出されるよう講習等を実施するとともに、地域と学校をつなぐコーディネ

ーターの資質向上を図る講座を開催します。また、国からの委託を受け、社会教育に関

する施設や取組状況など基本的事項に係る統計調査を実施します。 

教育委員会 



 

⑰（一部新）鈴鹿青少年センター費【基本事業名：22704 社会教育の推進と地域の教育力の向上】 

予算額：(R2)  ６２，６５９千円 → (R3)  ８５，１４１千円 

事業概要：心身ともに健全な青少年を育成するため、鈴鹿青少年センターを指定管理により運営し、

施設利用者の増加や対象者の拡大および社会教育の普及・振興を図ります。また、鈴鹿

青少年の森と一体となって、「民間活力の導入（ＰＰＰ／ＰＦＩなど）」に向けた事業者

公募の手続きなどの取組を進めます。 

 

⑱熊野少年自然の家費【基本事業名：22704 社会教育の推進と地域の教育力の向上】 

予算額：(R2)  ７９，６７５千円 → (R3)  ４６，５００千円 

事業概要：自然の中で心身ともに健全な少年を育成するため、熊野少年自然の家を指定管理により

運営し、施設利用者の増加および社会教育の普及・振興を図るとともに、効率的な管理

運営を行います。また、経年劣化に伴う施設の維持管理のため、給水管等の改修工事に

係る設計などを行います。 

 


